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１２ 月 定 例 会

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、１２月１４日・１５日の２日間
の日程で、１０人の議員が行いました。
　デジタル化やワーケ―ションの推進をはじめ、感染
症予防対策を踏まえた避難所運営のあり方等につい
て、市長や教育長等の見解を求めました。

※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　令和２年度第８回市議会定例会（１２月定例会）
は、１２月１０日から２４日までの１５日間の会期で開かれ
ました。
　市長提出の人事議案４件及び契約議案１件につい
ては初日の本会議で採決が行われました。そのほ
か、令和２年度一般会計補正予算をはじめとする予
算議案８件及び条例議案等１０件が上程され、予算特
別委員会及び所管常任委員会に付託されました。右
記日程で審査を行い、最終日の本会議で採決が行わ
れました。
　また、定例会最終日には市長提出の補正予算８
件、議員提出議案１件、決議案１件が提出され採決
が行われました。
（採決結果は１１ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

１２/１０（木） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、
　　　　予算特別委員会の設置など）

１２/１４（月）
１２/１５（火） 本会議（市政に対する一般質問）

１２/１７（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

１２/１８（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２/２１（月）
１２/２２（火）

予算特別委員会（付託案件の審査）
予算特別委員会（討論、表決）

１２/２４（木） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決
　　　　など）

鈴
木
照
一 

議
員

＊‌�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
政
運
営
は

＊‌�

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

武
田
正
二 

議
員

＊‌�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応

佐
藤
孝
一 

議
員

＊‌�
自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

＊‌�
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

古
澤
義
弘 
議
員

＊‌�

避
難
所
運
営
に
お
け
る
防
災

士
の
役
割
に
つ
い
て

＊‌�

住
み
た
い
ま
ち
に
な
る
た
め

の
取
組
み
に
つ
い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
に
つ
い
て

＊
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊�

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
第
一
谷
地
踏

切
の
拡
幅
に
つ
い
て

＊�

ワ
ー
ケ
―
シ
ョ
ン
の
推
進
に

つ
い
て

渡
辺
博
司 

議
員

＊�

（
仮
称
）
芳
賀
寺
津
線
の
道

路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

＊�

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
自

然
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊‌�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
へ
の
支

援
に
つ
い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊‌�

感
染
症
予
防
対
策
を
踏
ま
え

た
避
難
所
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て

野
口
さ
つ
き 
議
員

＊‌�

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

★
清
新
会

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
無
会
派

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一
般
質
問
っ
て
な
ぁ
に
？

ＱＱＡＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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一 般 質 問

山
本
市
政
４
期
目　
コ
ロ
ナ
禍

で
の
市
政
運
営
の
抱
負
は

　
こ
の
た
び
、
無
投
票
で
再
選

を
果
た
さ
れ
た
山
本
市
長
。
こ

れ
ま
で
の
３
期
１２
年
の
市
政
運

営
に
対
す
る
高
い
評
価
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
政
運
営

を
山
本
市
長
に
託
し
た
い
と
す

る
思
い
の
表
れ
と
推
察
す
る
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
と
い
わ
れ
る
中
、
本
市
の
人

口
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向
を
維

持
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
す
山
本
市
政
。
自
然
災

害
や
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
策

等
、
今
後
の
市
政
運
営
の
抱
負

を
伺
う
。

山
本
市
長　
今
後
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
は
、「
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
も
重
要

な
施
策
と
し
、
災
害
時
の
避
難

体
制
の
整
備
や
、
避
難
先
と
な

る
市
立
公
民
館
の
改
築
を
推
進

す
る
。ま
た
、「
子
育
て
支
援
」、

「
観
光
・
も
の
づ
く
り
」、「
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
づ
く
り
」

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。
特

に
、
山
口
西
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
や
、（
仮
称
）
天
童
南

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新

ス
タ
ジ
ア
ム
誘
致
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
の
創
出
と
地
域
の
活
性
化
に

活
か
し
て
い
く
。
ぜ
ひ
、
未
来

へ
夢
を
描
け
る
天
童
市
に
し
て

い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ま
ち
づ
く
り

デ
ジ
タ
ル
推
進
が
カ
ギ

　
地
方
都
市
に
お
い
て
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
。

人
と
企
業
が
大
都
市
の
一
極
集

中
か
ら
、
地
方
回
帰
へ
の
流
れ

を
加
速
し
つ
つ
あ
る
今
、
地
方

都
市
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
は
、
こ

れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
必
須
で
あ
る
。
本
市
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
よ
り
強
力
に
推

進
す
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
国
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
庁
を
新
設
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
促
進
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

本
市
で
も
天
童
市
情
報
化
計
画

に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

業
務
効
率
化
を
図
る
た
め
の
施

策
を
展
開
し
て
い
く
。
市
民
が

デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受

し
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
国
の
動
向

を
注
視
し
、
推
進
し
て
い
く
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
財
政
状
況
は

　
本
年
度
の
市
税
等
の
歳
入
状

況
・
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
税
収
入
へ
の
影
響
は
ど
の

く
ら
い
か
。
現
在
の
財
政
状
況

に
お
い
て
、
予
算
執
行
に
お
け

る
見
直
し
（
中
止
・
減
額
・
延

期
等
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
来
年
度
の
財
政
状

況
は
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
本
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　

税
収
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
影
響
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
現
時

点
で
収
入
額
の
推
計
は
困
難
だ

が
、
大
幅
な
減
少
が
避
け
ら
れ

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
８
月
末
の
時
点
で
約
80
の

中
止
・
縮
小
等
が
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
事
業
費
は
約
１
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
令
和
３
年
度
は
、
本
年
度
以

上
に
税
収
が
落
ち
込
む
も
の
と

予
想
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
と
考
え

る
。
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
事
業
の
精
査
を
行
い
、
不
要

不
急
の
事
業
の
廃
止
、
繰
延
べ

等
を
行
い
、
財
政
の
緊
縮
を
図

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

専
門
に
取
り
組
む

課
の
設
置
を

　
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
専
門
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
対
応
窓
口
設
置
を
要
望

し
て
き
た
が
、
相
談
・
対
応
は

各
課
で
行
っ
て
い
る
。
今
も
感

染
の
収
束
が
見
え
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
相

談
・
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
う
専

門
の
課
を
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
市
民
が
安
心
し
て

相
談
で
き
る
よ
う
、
来
庁
者
に

対
し
て
は
総
合
案
内
に
お
い
て

適
切
な
窓
口
を
案
内
す
る
と
と

も
に
、
電
話
に
よ
る
相
談
に
つ

い
て
も
担
当
部
門
に
正
確
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
徹
底

し
て
い
く
。
ま
た
、
国
や
県
に

よ
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
も
、

相
談
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

武た
け

田だ

正し
ょ
う

二じ

議
員
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一 般 質 問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
殺
防
止
対
策
と

今
後
の
取
り
組
み
は

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
約
１０
年

に
わ
た
り
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ

ス
で
推
移
し
て
い
た
が
、
今
年

７
月
以
降
増
加
に
転
じ
、
女
性

の
増
加
率
が
特
に
顕
著
だ
。
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
非
正
規
雇

用
の
多
数
を
占
め
る
女
性
を
直

撃
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
や

接
客
に
従
事
す
る
こ
と
の
多
い

女
性
の
自
死
率
が
高
く
、
生
活

困
窮
や
人
間
関
係
の
分
断
、
孤

立
や
差
別
な
ど
で
将
来
の
希
望

を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
後
ど

の
よ
う
に
自
殺
防
止
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
現
時

点
で
の
顕
著
な
変
化
は
な
い

が
、
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
今
後
も
自
殺
者
等
に
関
す

る
情
報
を
注
視
し
て
い
く
。

　
生
活
困
窮
な
ど
経
済
面
に
関

わ
る
相
談
は
、
天
童
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
主
な
相
談
窓
口
と

し
て
対
応
し
て
い
る
。
相
談
件

数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

後
に
増
加
し
て
お
り
、
特
に
住

宅
確
保
給
付
金
に
関
す
る
相
談

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
相

談
窓
口
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

　
本
市
で
は
、
い
の
ち
支
え
る

天
童
市
自
殺
対
策
計
画
を
策
定

し
自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
悩
ん
で
い
る
人

に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を

聴
き
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
、
見
守
る
人
で
あ
る
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
養
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
職
員
研
修
に
養
成

講
座
を
取
り
入
れ
、
３
年
間
で

全
職
員
が
受
講
す
る
こ
と
と

し
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
養
成
と
知
識
の
普

及
に
努
め
て
い
く
。

　
相
談
内
容
の
共
有
は
、
複
数

の
課
が
連
携
し
対
応
す
る
な

ど
、
状
況
に
合
わ
せ
た
取
り
組

み
を
行
う
。
市
民
生
活
に
関
わ

る
窓
口
業
務
が
、
悩
み
を
抱
え

る
人
の
生
き
る
こ
と
へ
の
支
援

に
つ
な
が
る
こ
と
を
考
え
、
連

携
の
強
化
を
図
る
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の
受
講
者

数
は
現
時
点
で
３
０
９
人
で
、

今
年
度
２
回
の
講
座
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
も
出
前
講
座
等

で
市
民
の
皆
様
に
も
普
及
啓
発

を
図
っ
て
い
く
。

佐さ

藤と
う

孝こ
う

一い
ち

議
員

防
災
士
の
養
成
と
避
難
所
運
営

に
お
け
る
防
災
士
の
役
割
は

　
防
災
士
は
、
自
助
・
共
助
・

協
働
を
原
則
と
し
て
、
社
会
の

様
々
な
場
で
、
防
災
力
を
高
め

る
活
動
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た

め
の
十
分
な
意
識
と
一
定
の
知

識
、
技
能
を
取
得
し
た
こ
と

を
、
日
本
防
災
機
構
が
認
定
し

た
者
で
あ
る
。
周
囲
の
人
達
に

防
災
の
知
識
を
伝
え
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
で
、
地
域
の
防
災

力
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
を
旨

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
行

政
か
ら
見
た
防
災
士
に
つ
い

て
、
ど
う
位
置
付
け
を
し
、
避

難
所
運
営
で
の
役
割
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

山
本
市
長　
民
間
資
格
で
あ
る

防
災
士
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
災

害
の
教
訓
か
ら
、
災
害
の
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
地

域
の
防
災
力
の
担
い
手
と
し
て

誕
生
し
た
。
自
治
体
と
協
力
し

て
連
携
し
た
防
災
意
識
の
啓
発

活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
天
童
市
に
は
防

災
士
登
録
者
は
１
０
９
名
お

り
、
市
内
２２
の
自
主
防
災
会
で

４４
名
の
方
が
地
域
の
防
災
士

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
令
和
２
年
９
月
３０
日
に
天

童
市
防
災
士
の
会
設
立
を
決
定

し
て
お
り
、
自
主
的
に
防
災
士

の
訓
練
や
講
習
会
を
防
災
士
の

会
が
行
っ
て
い
く
。
市
と
し
て

は
、
開
催
の
案
内
や
会
場
の
確

保
な
ど
、
自
主
性
を
尊
重
し
な

が
ら
役
割
分
担
を
し
て
い
く
。

　
避
難
所
運
営
は
、
市
職
員
や

自
主
防
災
会
、
自
治
会
等
の
協

力
に
よ
り
運
営
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
防
災
士
に
は
、
中
核

的
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
を

　
芳
賀
地
域
に
あ
る
調
整
池
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整
備
し
て
は
い

か
が
か
。

伊
藤
建
設
部
長　
調
整
池
は
内

部
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
で
、
平

場
は
約
１
万
８
３
０
０
平
方
㍍

あ
る
。
鉄
板
を
敷
く
と
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
た
め
、
コ
ス
ト

面
で
整
備
は
難
し
い
。

古ふ
る

澤さ
わ

義よ
し

弘ひ
ろ

議
員
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一 般 質 問

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
に

よ
る
本
市
の
影
響
や
そ
の
後
の
状
況
は

　

２
０
２
１
年
開
催
予
定
の
五

輪
・
パ
ラ
に
向
け
、
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
の
行
事
・
内
容
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
感
染
対
策
の
医

療
体
制
や
市
民
交
流
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

山
本
市
長　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事

業
に
お
い
て
、
国
で
も
検
討
を

重
ね
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
本

市
と
し
て
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン
選
手
団
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

に
際
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
感

染
防
止
対
策
を
図
り
、
市
民
が

安
心
し
て
選
手
団
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

森
谷
市
民
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

　
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け

入
れ
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
長
期
間
の
滞
在
に
な
る
こ
と

や
、
観
光
客
が
少
な
い
平
日
に

宿
泊
し
て
い
た
だ
け
る
利
点
が

あ
り
、
飲
食
店
や
観
光
施
設
へ

の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
関

係
人
口
の
創
出
、
ひ
い
て
は
将

来
的
な
移
住
・
定
住
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
本
市
に
は
温
泉
施
設
が
あ
る

こ
と
や
、新
幹
線
、高
速
道
路
、

空
港
な
ど
交
通
ア
ク
セ
ス
が

整
っ
て
い
る
こ
と
、
宿
泊
施
設

に
お
い
て
も
無
料
の
Ｗ
ｉ–

Ｆ

ｉ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
優
位
性
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、
市
内
の
観
光
関
係

団
体
と
も
連
携
を
図
り
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
て
い
き

た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
フ
ル
ー
ツ

狩
り
や
将
棋
駒
作
り
な
ど
の
体

験
観
光
、
温
泉
で
の
保
養
、
ま

ち
歩
き
な
ど
、
観
光
資
源
を
磨

き
上
げ
、
本
市
の
魅
力
を
よ
り

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
受
け
入
れ
体
制
に
つ

い
て
も
温
泉
組
合
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
需
要
の
動
向
を
見

極
め
、
必
要
に
応
じ
て
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

第
一
谷
地
踏
切
の
拡
幅

の
協
議
の
進
捗
状
況
は

　
奥
羽
本
線
第
一
谷
地
踏
切
の

拡
幅
に
つ
い
て
の
協
議
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
予
定

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
現
状
で
は
事
業
化

に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
調
整

に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
課
題
が
山
積
し
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

拡
幅
に
向
け
関
係
機
関
に
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

可
能
か
、
相
手
国
と
協
議
し
て

い
る
。
大
会
後
の
交
流
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
今
後
協
議
し
て

い
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

負
担
増
加
分
は
国
に
補
填
を
要

望
し
て
お
り
、
医
療
体
制
は

県・保
健
所
と
調
整
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
を

　
平
成
３０
年
１２
月
議
会
で
の
私

の
質
問
に
対
し
て
調
査
研
究
を

進
め
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
は
。
ま
た
サ
イ

バ
ー
攻
撃
や
個
人
情
報
の
漏
洩

な
ど
問
題
と
な
っ
た
自
治
体
も

あ
る
。
職
員
の
研
修
を
し
っ
か

り
す
べ
き
で
は
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専

門
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
他
自

治
体
で
は
専
門
部
署
を
設
け
る

が
本
市
の
状
況
は
。
コ
ロ
ナ
禍

で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
対
象
範

囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
在
宅
医

療
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
病
院
の
見
解
は
。

山
本
市
長　

市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
積
極
的
な
情
報
発

信
、
除
雪
で
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
活
用
を

行
っ
た
。
ま
た
本
市
業
務
の
テ

レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
試
行
す

る
。
今
後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
く
。

佐
藤
総
務
部
長　
デ
ジ
タ
ル
化

専
門
部
署
で
は
な
く
、
必
要
に

応
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
み
対
応
す
る
。

齋
藤
病
院
事
務
局
長　
採
算
性

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。
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一 般 質 問

（
仮
称
）
芳
賀
寺
津
線
の

道
路
交
通
網
の
整
備
を

　
県
道
長
岡
中
山
線
は
歩
道
も

縁
石
も
な
く
、
通
勤
通
学
で
利

用
す
る
住
民
に
と
っ
て
は
危
険

を
伴
う
毎
日
で
あ
る
。（
仮
称
）

芳
賀
寺
津
線
の
早
期
整
備
は
、

住
民
が
安
心
・
安
全
に
通
勤
通

学
で
き
る
う
え
、
市
街
地
と
短

時
間
で
結
ば
れ
、
特
に
少
子
化

が
深
刻
な
寺
津
地
区
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
市
の
考

え
は
。

山
本
市
長　
当
該
路
線
は
、
本

市
の
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
付

け
て
お
り
、
通
勤
通
学
は
も
と

よ
り
災
害
時
の
避
難
路
と
し
て

の
利
用
も
見
込
ま
れ
、
地
域
の

活
性
化
に
は
必
要
な
道
路
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
取
り

組
ん
で
い
る
複
数
の
路
線
を
完

成
さ
せ
た
後
に
、
状
況
を
見
定

め
な
が
ら
、
計
画
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
県
道
長
岡
中
山
線
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

県
に
要
望
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
自
然
環
境
づ
く
り
を

　
高
擶
小
学
校
の
４
年
生
が
総

合
的
な
学
習
の
中
で
、
立
谷
川

に
遡
上
す
る
サ
ケ
の
様
子
を
観

察
し
て
い
る
。
し
か
し
、
産
卵

場
所
周
辺
は
河
川
内
の
雑
草
や

立
ち
木
の
茂
み
で
足
場
が
悪

く
、
小
学
生
が
観
察
す
る
に
は

危
険
を
伴
う
。
ま
た
、
５
年
生

は
、
学
校
の
自
然
環
境
を
見
つ

め
直
す
総
合
的
な
学
習
の
中

で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
っ
た
自

噴
水
を
清
掃
活
動
の
努
力
に
よ

り
復
活
さ
せ
た
。
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
自
然
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
立
谷
川
の
整
備

と
自
噴
水
の
保
存
に
向
け
た
環

境
整
備
が
必
要
と
思
う
が
市
の

考
え
は
。

山
本
市
長　
立
谷
川
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
方
々

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
河
川

の
美
化
活
動
に
感
謝
し
て
い

る
。
市
と
し
て
も
、
河
川
環
境

整
備
に
つ
い
て
河
川
管
理
者
に

働
き
か
け
て
い
く
。

相
澤
教
育
長　
自
噴
水
の
水
質

検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

環
境
整
備
等
、
子
ど
も
た
ち
の

活
動
を
後
押
し
し
て
い
く
。
ま

た
、
今
後
も
地
域
の
特
色
を
生

か
し
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

渡わ
た

辺な
べ

博ひ
ろ

司し

議
員

学
生
を
持
つ
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
支
援
を

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
親
の
収
入

減
な
ど
で
退
学
せ
ざ
る
を
得
な

い
学
生
も
出
て
い
る
。
学
生
を

持
つ
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、

支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺

い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
国
や
日
本
学
生

支
援
機
構
で
は
、
ひ
と
り
親
を

含
む
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

家
庭
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
今

年
の
４
月
か
ら
高
等
教
育
の
修

学
支
援
制
度
を
新
た
に
設
け
、

大
学
等
で
の
授
業
料
の
減
免
や

給
付
型
奨
学
金
を
支
給
し
て
い

る
。
ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

が
大
幅
に
減
少
し
た
学
生
に
学

生
支
援
緊
急
給
付
金
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
県
で
は
、
母
子
父
子

寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
等
の

支
援
制
度
の
ほ
か
、
本
市
と
と

も
に
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
を
借
り
受
け
て
い
る
学
生

を
対
象
と
し
た
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
国
や
大
学
等
に
お
い
て
、
新

た
な
経
済
的
支
援
策
が
次
々
と

取
ら
れ
て
い
る
現
状
も
あ
り
、

現
時
点
で
市
独
自
で
給
付
金
等

の
支
援
を
行
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

県
外
在
住
の
学
生
に

再
度
の
物
資
支
援
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
親

元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
学

生
に
は
、
年
末
年
始
に
帰
省
を

見
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
再

度
、
物
資
の
支
援
を
行
う
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
７
月
に
、
本
市
出

身
の
県
外
在
住
の
学
生
に
対

し
、
ふ
る
さ
と
の
食
の
提
供
を

行
う
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。

５
３
０
人
の
学
生
か
ら
申
請
が

あ
り
、
市
内
農
産
物
や
マ
ス
ク

等
を
贈
り
、
帰
省
で
き
な
い
多

く
の
学
生
か
ら
感
謝
の
メ
ー
ル

等
を
い
た
だ
い
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
再
度
の
物
資

支
援
実
施
は
考
え
て
い
な
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
学
生
や
地
域
へ

の
影
響
、
国
、
県
の
支
援
策
を

注
視
し
、
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員
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王
将

王
将

王
将

金
将

金
将

金
将

と

と

と

金

金

金

桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

段ボールベッド組み立て訓練の様子

一 般 質 問

感
染
予
防
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所

運
営
の
あ
り
方
を
ど
う
進
め
る
の
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発

生
で
、
感
染
予
防
対
策
を
踏
ま

え
た
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
市

か
ら
示
さ
れ
た
。
指
定
避
難
所

の
収
容
人
数
が
感
染
予
防
の
た

め
制
限
さ
れ
る
が
見
直
し
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
感
染
予
防
対
策
を
し

た
避
難
所
運
営
の
あ
り
方
を
市

民
へ
ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　

災
害
発
生
時
に

は
、
市
立
公
民
館
や
小
中
学
校

な
ど
多
く
の
指
定
避
難
所
を
開

設
し
、
状
況
に
応
じ
教
室
な
ど

を
利
用
し
対
応
す
る
。
さ
ら
に

車
中
泊
用
の
避
難
場
所
と
し
て

イ
オ
ン
モ
ー
ル
天
童
の
駐
車
場

を
開
放
し
て
も
ら
う
計
画
で
あ

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
情
報
の
周
知
に
つ
い
て

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
最
近
は
２０

歳
か
ら
３０
歳
代
の
若
い
女
性
に

増
え
、
患
者
数
、
死
亡
率
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
２５
年

４
月
に
国
の
定
期
接
種
と
な
っ

た
が
、
接
種
後
に
多
様
な
症
状

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
国
は
同

年
６
月
に
、
自
治
体
に
よ
る
積

極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
令
和
２
年
１０
月
、

接
種
に
つ
い
て
検
討
・
判
断
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
届
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
厚
生
労
働

省
か
ら
発
出
さ
れ
た
定
期
接
種

の
対
応
に
つ
い
て
の
勧
告
を
一

部
改
正
し
た
。
こ
れ
を
受
け
本

市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
情
報
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
市
民
に
周
知
し
た
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
情
報
提
供

の
充
実
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
も
、
平
成

２５
年
６
月
か
ら
、
積
極
的
な
勧

奨
を
差
し
控
え
て
き
た
。
こ
の

た
び
、
国
か
ら
通
知
が
あ
り
、

今
年
度
で
定
期
接
種
の
対
象
期

間
が
終
了
す
る
高
校
１
年
生
相

当
の
皆
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
に

情
報
を
個
別
送
付
す
る
と
と
も

に
、
１２
月
中
に
、
中
学
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
全
員
に
、

各
中
学
校
を
通
し
て
情
報
を
送

付
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
と
も
、
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
・
安
全
性
を
十
分
に
理

解
い
た
だ
い
た
う
え
で
検
討
、

判
断
さ
れ
る
よ
う
適
時
、
適
切

な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
お
知
ら
せ
を

掲
載
し
て
い
る
。
国
で
示
し
て

い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し

効
果
や
副
反
応
の
関
係
等
に
つ

い
て
、
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
況

に
し
て
い
る
。

今
後
の
通
知
対
象
者
は

　
公
費
で
接
種
で
き
る
期
間
が

終
了
す
る
高
校
１
年
生
に
は
、

毎
年
、
最
新
の
情
報
と
と
も
に

個
別
通
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
毎
年
、

新
た
な
対
象
と
な
る
中
学
１
年

生
に
は
提
供
し
て
い
く
が
、
高

校
１
年
生
に
再
度
個
別
通
知
を

行
う
こ
と
は
、
国
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

野の　
口ぐ

ち　
さ
つ
き
議
員

る
。
ま
た
、
親
戚
、
知
人
宅
へ

の
分
散
避
難
の
周
知
も
図
り
た

い
。
７
月
豪
雨
の
検
証
を
踏
ま

え
、
32
カ
所
の
指
定
避
難
所
に

担
当
職
員
を
配
置
し
、
避
難
所

開
設
の
た
め
の
事
前
確
認
を
市

立
第
三
中
学
校
な
ど
と
行
っ
て

い
る
。
地
域
の
自
主
防
災
会
と

の
打
ち
合
わ
せ
も
早
急
に
行
い

た
い
。

避
難
所
の

防
災
備
蓄
品
収
納
は

　
毛
布
や
食
料
な
ど
災
害
時
用

の
備
蓄
品
は
あ
る
が
、
７
月
豪

雨
時
の
避
難
で
、
情
報
が
得
ら

れ
な
い
と
か
床
が
固
く
て
眠
れ

な
い
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
今

後
の
備
蓄
計
画
は
。
併
せ
て
収

納
場
所
は
十
分
か
。

佐
藤
総
務
部
長　
７
月
の
反
省

点
か
ら
避
難
所
用
の
テ
レ
ビ
や

床
に
敷
く
マ
ッ
ト
の
備
蓄
は
進

め
て
い
る
。

　
感
染
症
対
策
の
消
耗
品
と
か

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
１
個
分
な
ど

初
動
で
必
要
と
な
る
も
の
を
市

立
公
民
館
に
置
い
て
お
く
が
、

災
害
備
蓄
品
を
す
べ
て
備
蓄
す

る
こ
と
は
物
理
的
に
無
理
で
あ

る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
な

ど
に
備
蓄
し
、
避
難
所
の
開
設

状
況
に
応
じ
て
、
対
策
本
部
の

指
示
に
よ
り
運
搬
す
る
。
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全
小
中
学
校
の
プ
ー
ル

改
修
完
了

委
員　
小
学
校
施
設
整
備
工
事

費
７
７
９
０
万
２
０
０
０
円
の

増
額
の
内
容
は
。

教
育
次
長　
天
童
北
部
小
プ
ー

ル
の
改
修
工
事
費
で
あ
る
。
な

お
、
こ
れ
が
終
わ
れ
ば
、
老
朽

化
に
伴
う
市
内
の
小
中
学
校
の

プ
ー
ル
本
体
の
改
修
工
事
が
完

了
と
な
る
。

小
学
校
の
山
響
鑑
賞

委
員　
山
形
交
響
楽
団
演
奏
鑑

賞
負
担
金
２
５
０
万
円
の
内
容

は
。

学
校
教
育
課
長　
県
の
社
会
科

見
学
支
援
事
業
と
し
て
、
や
ま

ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
に
て
日
に
ち

限
定
で
開
催
さ
れ
る
山
形
交
響

楽
団
演
奏
会
の
鑑
賞
費
用
に
な

る
。
な
お
、
参
加
学
校
は
、
長

岡
小
５
年
生
６１
名
、
天
童
南
部

小
４
年
生
１
１
１
名
、
津
山
小

４
年
生
・
６
年
生
４６
名
の
予
定

で
あ
る
。
移
動
に
つ
い
て
は
、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
バ
ス
の

大
型
化
や
複
数
台
の
利
用
で
コ

ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
す
る
。

　一般会計ほか特別会計補正予算は、予算特別
委員会に付託され審査された後、本会議におい
て、原案のとおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

７億４１７１万４０００円を
増額補正し

３７２億２９３４万６０００円に

明
治
大
学
と
の
連
携

事
業
は
す
べ
て
中
止

委
員　
明
治
大
学
と
の
連
携
事

業
に
要
す
る
経
費
２
２
８
万
８

０
０
０
円
減
額
の
内
容
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
明
治
大
学

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
指
針
を

決
め
て
い
て
、
課
外
事
業
は
現

在
も
原
則
禁
止
中
で
あ
る
。
明

治
大
学
関
連
の
事
業
は
、
今
年

度
は
す
べ
て
中
止
と
な
る
。
来

年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

検
査
体
制
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
を
増
額

委
員　
発
熱
外
来
で
計
上
し
て

い
る
経
費
は
。

病
院
事
務
局
次
長　
市
民
病
院

の
北
側
に
発
熱
外
来
ハ
ウ
ス
を
設

置
し
、
陰
圧
型
の
ク
リ
ー
ン
ベ
ッ

ド
を
備
え
る
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診

療
・
検
査
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
従
事
し
て
い
る
職
員
等
に

対
す
る
慰
労
金
と
し
て
、
１
人

当
た
り
５
万
円
を
交
付
す
る
。

予算特別委員会 令和２年度一般会計補正予算

一般会計補正予算のあらまし
（単位：万円 単位未満四捨五入）主な内容

協働のまちづくりの推進に要する経費
（結婚新生活支援事業費補助金） ２７０

高齢者の予防接種に要する経費
（インフルエンザ予防接種委託料等） 1,７５０

任意予防接種に要する経費
（妊婦対象のインフルエンザ予防接種費用助成金） １２０

農業振興一般に要する経費
（強い農業・担い手づくり総合支援事業
 費補助金）

８６３

農用地の整備に要する経費
（災害復旧事業費補助金） 3,６０４

住宅の耐震化支援に要する経費
（新・生活様式対応住宅リフォーム緊急
 支援事業費補助金）

４００

新型コロナウイルス感染症に要する経費
（飲食業等緊急支援給付金） 7,５００

道路の管理に要する経費
（除排雪業務委託料） ２０,０００
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教えて っすケケロロ

７月豪雨で被災した中山揚水機場

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
委
託
料
増
額

委
員　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
委
託
料
１
１
８
２
万
８
０

０
０
円
、
任
意
予
防
接
種
１
２

０
万
円
の
内
容
は
。

保
険
給
付
課
長　
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
対
す
る
県
の

助
成
金
１
人
１
０
０
０
円
が
決

定
し
た
の
で
、
高
齢
者
へ
の
助

成
を
拡
充
し
、
８
０
０
円
で
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１

万
３
０
０
０
人
を
見
込
ん
で
い

る
。

健
康
課
長　
妊
婦
に
対
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
３

０
０
０
円
を
助
成
す
る
。
４
０

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

地
域
診
療
体
制

支
援
事
業
委
託
料
は

委
員　
地
域
診
療
体
制
支
援
事

業
委
託
料
１
５
０
万
円
の
内
容

は
。

健
康
課
長　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で

き
る
医
療
機
関
と
し
て
、
県
の

指
定
を
受
け
た
病
院
に
２０
万

円
、
診
療
所
に
１０
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
支
給
す
る
も
の
。

休
日
当
番
医
を
３
医
療

機
関
に

委
員　
休
日
当
番
医
事
業
委
託

料
５
３
２
万
４
０
０
０
円
の
内

容
は
。

健
康
課
長　
現
在
、
２
つ
の
医

療
機
関
に
休
日
診
療
を
委
託
し

て
い
る
が
、
医
師
会
と
相
談
の

上
、
３
医
療
機
関
に
増
設
す
る

場
合
と
し
て
２４
回
分
の
経
費
１

１
２
万
４
０
０
０
円
。

　
コ
ロ
ナ
患
者
と
濃
厚
接
触
し

休
業
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

場
合
の
休
業
補
償
と
し
て
、
１

診
療
所
１
日
当
た
り
３０
万
円
、

１４
日
分
４
２
０
万
円
の
経
費
で

あ
る
。

道
路
の
維
持
、
新
設
改

良
の
た
め
の
工
事

委
員　
道
路
維
持
管
理
費
、
道

路
の
新
設
改
良
に
要
す
る
経
費

の
主
な
も
の
は
。

建
設
課
長　
国
の
交
付
金
の
内

示
に
伴
う
道
路
維
持
管
理
費
、

道
路
の
新
設
改
良
に
要
す
る
経

費
を
増
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
も
の
は
、
市
道
東
ノ
崎
線

改
良
の
た
め
の
測
量
委
託
料
１

０
１
１
万
円
や
、
市
道
矢
野
目

久
野
本
線
の
久
野
本
ア
ン
ダ
ー

（
Ｊ
Ｒ
線
と
の
交
差
部
分
）
の

融
雪
装
置
の
更
新
工
事
費
１
３

５
３
万
円
で
あ
る
。

農
道
の
除
雪
経
費

委
員　
農
道
の
管
理
に
要
す
る

経
費
の
う
ち
除
雪
業
務
委
託
料

６
０
０
万
円
の
内
容
は
。

経
済
部
長　
例
年
、
農
道
の
除

雪
は
春
に
行
っ
て
い
る
が
、
大

雪
の
た
め
に
１２
月
に
前
倒
し
し

て
実
施
し
た
。
今
後
も
降
雪
が

見
込
ま
れ
、
枝
折
れ
等
の
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
２
回
分
の
農
道
除
雪
費
を
計

上
す
る
。

　　各定例会に予算案が提出されたときに、本会議
において設置される委員会です。議長を除く全議員
で審査にあたります。

ＡＡ
予算特別委員会ってなぁに？ＱＱ

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

中
山
揚
水
機
場
の
復
旧
費

委
員　
災
害
復
旧
事
業
費
補
助

金
３
６
０
３
万
８
０
０
０
円
の

内
容
は
。

農
林
課
長　
７
月
の
豪
雨
で
被

災
し
た
中
山
揚
水
機
場
の
復
旧

に
対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。
国

か
ら
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
、

国
が
対
象
と
な
る
災
害
復
旧
事

業
費
約
３
億
８
３
０
０
万
円
の

９５
㌫
を
補
助
す
る
予
定
の
た

め
、
残
り
５
㌫
の
２
分
の
１
の

額
９
５
９
万
円
を
市
が
補
助
す

る
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国

の
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な

ら
な
い
復
旧
費
３
５
０
０
万
円

の
７５
㌫
に
当
た
る
２
６
４
４
万

円
を
補
助
す
る
。

飲
食
業
へ
の
市
独
自
の

緊
急
支
援

委
員　
飲
食
業
等
緊
急
支
援
給

付
金
７
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
県
と
は
別
に

市
独
自
の
支
援
を
行
う
。
１
事

業
者
当
た
り
最
大
３０
万
円
を
給

付
す
る
。
申
請
方
法
は
個
別
通

知
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
周
知
を
図
る
。
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令和３年４月１日から運行区間を延長

常
任
委
員
会

市
営
バ
ス
料
金
改
定
な
ど
を
審
査

に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

委
員　
通
学
時
に
利
用
す
る
高

校
生
に
と
っ
て
、
料
金
が
２
倍

に
な
る
。
減
免
措
置
や
定
期
券

な
ど
は
な
い
の
か
。

生
活
環
境
課
長　
１０
回
分
の
料

金
で
１１
回
利
用
で
き
る
回
数
券

の
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、
定

期
券
に
関
し
て
は
、
今
回
の
改

定
で
は
導
入
で
き
な
か
っ
た

が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

い
く
。

総
務
教
育

電
気
自
動
車
等
の
急
速

充
電
設
備
に
お
け
る
全

出
力
の
上
限
を
２
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
拡
大

消
防
課
長　
対
象
火
気
設
備
等

の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び

に
対
象
火
気
設
備
等
の
取
扱
い

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部

改
正
に
基
づ
き
、
電
気
自
動
車

等
の
急
速
充
電
設
備
に
お
け
る

全
出
力
の
上
限
を
、
こ
れ
ま
で

の
５０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
２
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
拡
大
す
る
改
正

を
行
う
も
の
。
ま
た
、
異
常
時

に
お
け
る
自
動
停
止
な
ど
の
安

全
措
置
や
構
造
等
に
関
す
る
基

準
の
改
正
も
併
せ
て
行
う
。

委
員　
市
内
に
あ
る
電
気
自
動

車
の
充
電
設
備
の
設
置
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

消
防
課
長　
出
力
５０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
も
の
が
、
大
型
商
業
施
設

に
２
台
あ
る
ほ
か
、
自
動
車
販

売
店
に
４４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
や
２０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
も
の
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
電
気
自
動
車

の
航
続
距
離
の
長
距
離
化
に
よ

り
バ
ッ
テ
リ
ー
の
大
容
量
化
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
自
動
車
販

売
店
で
充
電
出
力
が
大
き
い
設

備
の
設
置
が
進
む
と
予
想
さ
れ

る
。

環
境
福
祉

市
営
バ
ス
の
運
行
区
間

の
延
長
と
料
金
の
改
定

生
活
環
境
課
長　
天
童
市
市
営

バ
ス
の
利
便
性
を
図
る
た
め

に
、
天
童
・
寒
河
江
線
の
バ
ス

の
起
点
を
ら
ら
パ
ー
ク
か
ら
天

童
南
駅
に
、
終
点
を
寒
河
江
駅

か
ら
寒
河
江
市
立
病
院
に
変
更

し
、
運
行
区
間
を
延
長
す
る
も

の
。
ま
た
、
現
行
で
は
料
金
を

大
人
２
０
０
円
、
高
校
生
か
ら

小
学
生
ま
で
１
０
０
円
と
定
め

て
い
る
が
、
そ
れ
を
大
人
３
０

０
円
、
高
校
生
２
０
０
円
、
小

学
生
及
び
中
学
生
を
１
５
０
円

経
済
建
設

天
童
市
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
に

天
童
市
観
光
物
産
協
会

を
指
定

商
工
観
光
課
長　
天
童
市
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
が
令
和
３
年
３
月

３１
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
一
般
社
団
法
人
天
童
市
観

光
物
産
協
会
を
、
令
和
３
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
３１

日
ま
で
の
５
年
間
、
管
理
運
営

を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員　
一
般
社
団
法
人
天
童
市

観
光
物
産
協
会
を
指
定
管
理
者

に
選
定
す
る
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
な
点
に
留
意
し
た
の
か
。

経
済
部
長　
選
定
審
査
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
市
の
イ
ベ

ン
ト
等
に
多
大
な
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
選

定
し
た
。

　
１２
月
定
例
会
で
は
、
議
案
１０
件
及
び
請
願
１
件
に
つ
い
て
各
常
任
委

員
会
へ
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
２４
日
の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長
が
審
査
状
況
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。
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提出された議案とその結果
令和２年度第７回市議会臨時会、第８回市議会定例会が開催され、提出された議案が
原案のとおり可決されました。提出された議案とその結果は、次のとおりです。

〈議員提出議案〉

第７回臨時会（１１月３０日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第８８号
天童市スポーツセンター及び天童
市農業者トレーニングセンターの
指定管理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第８９号 天童市観光情報センターの指定管
理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第９０号 天童市市民プラザの指定管理者の
指定について

原案可決
（全会一致）

議第９１号 人権擁護委員の推薦につき意見を
求めることについて

異議なし
（全会一致）

議第９２号
～

議第９４号
天童市情報公開・個人情報保護審
査会委員の委嘱について

同　意
（全会一致）

議第９５号 令和２年度天童市一般会計補正予算
（第１０号）

原案可決
（全会一致）

議第９６号 令和２年度天童市国民健康保険特
別会計補正予算（第５号）

原案可決
（全会一致）

議第９７号 令和２年度天童市介護保険特別会
計補正予算（第５号）

原案可決
（全会一致）

議第９８号 令和２年度天童市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第９９号 令和２年度天童市工業団地整備事
業特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第１００号 令和２年度天童市水道事業会計補
正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第１０１号 令和２年度天童市民病院事業会計
補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第１０２号 令和２年度天童市公共下水道事業
会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

第８回定例会（１２月１０日～１２月２４日）〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第７１号 天童市特別職に属する者の給与に
関する条例等の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第７２号 令和２年度天童市一般会計補正予算
（第９号）

原案可決
（全会一致）

議第７３号 令和２年度天童市国民健康保険特
別会計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第７４号 令和２年度天童市介護保険特別会
計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第７５号 令和２年度天童市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７６号 令和２年度天童市工業団地整備事
業特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７７号 令和２年度天童市水道事業会計補
正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７８号 令和２年度天童市民病院事業会計
補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第７９号 令和２年度天童市公共下水道事業
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第８０号 天童市市税条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第８１号 天童市市営バス設置及び管理に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８２号 天童市火災予防条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第８３号 山口西工業団地造成工事（２－１工
区）請負契約の一部変更について

原案可決
（全会一致）

議第８４号 公の施設の区域外設置に関する協
議について

原案可決
（全会一致）

議第８５号 天童市総合福祉センターの指定管
理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第８６号 天童市市民保養施設の指定管理者
の指定について

原案可決
（全会一致）

議第８７号
天童市美術館及び天童市立旧東村
山郡役所資料館の指定管理者の指
定について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果
議員提出
議案第１号

議員定数・議員報酬検討特別委員
会の設置に関する決議について

原案可決
（全会一致）

〈決議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

決議案
第１号

誹謗中傷をなくし共に支えあいな
がら新型コロナウイルス感染症の
克服を目指す決議について

原案可決
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
佐
藤　
孝
一

五
十
嵐
浩
之

野
口
さ
つ
き

古
澤　
義
弘

熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

山
崎　
　
諭

清 市 無 清 て て て て 清 て 清 清 清 清 市 無 清 共 清 清 共 無

請陳第４号 国に対し「消費税５％以下への引き下げを求
める意見書」の提出を求める請願について × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × ○ × × 欠 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）、欠＝欠席
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、共＝日本共産党天童市議団、市＝市民と歩む会、無＝無会派

てんどう市議会だより №171てんどう市議会だより №17111



教えて
っすケケロロ

新
型
コ
ロ
ナ
　
誹
謗
中
傷
を
な
く
そ
う

　現在、新型コロナウイルス感染症は全国的に急速な感染拡大が進んでおり、本市
においても７月に最初の感染者が報告された後、１２月にはクラスターが発生するな
ど、日常生活での感染リスクが隣り合わせになっている状況です。その中にあって、
市民は新しい生活様式と社会経済活動の両立に向け、感染拡大の防止に細心の注意
を払いながら懸命に取り組んでいます。
　こうした状況の下、感染者やその家族、学校や勤務先、医療・福祉関係者などに
対するＳＮＳ等の媒体による匿名での心ない誹謗中傷や、間違った情報の拡散、感
染者や感染経路を詮索する事例や著しく拒絶的な対応、差別的言動、心理的虐待を
与える言動等が発生していることは憂慮すべきことです。
　これらの行為は、偏見による不当な差別であり、人権擁護の観点からも看過でき
ません。
　新型コロナウイルスは、気付かないうちに誰もが感染したり、感染させたりする
可能性があります。今、私たちが行うべきことは、感染防止策の徹底であって感染
者を誹謗中傷することではありません。医療・福祉従事者をはじめ多くの方々が困
難な状況の中で頑張っています。今こそ、私たち一人ひとりが、共に支え合うこと
が何よりも大切なことです。
　よって、本市議会は、新型コロナウイルス感染症の諸課題の解決に全力を挙げて
取り組むとともに、人権尊重の意識を共有し、新型コロナウイルス感染症に関わる
誹謗中傷の根絶を目指すことをここに宣言します。
　以上、決議する。� 令和２年１２月２４日　天童市議会

　
令
和
２
年
度
第
８
回
定
例
会
最
終
日
に
、「
誹
謗
中
傷
を
な
く
し
共
に
支
え

あ
い
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
克
服
を
目
指
す
決
議
」
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

誹謗中傷をなくし共に支えあいながら
新型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議

　情報公開・個人情報保護審査会委員が令和２年
１２月３１日をもって任期満了になることに伴い、
半田稔氏（山形市）、中島宏氏（山形市）、髙橋奈
津氏（柏木町）を再任することに同意しました。

情報公開・個人情報保護審査会
委員の委嘱に同意

　現人権擁護委員が、令和３年３月３１日をもって任
期満了となることに伴い、その後任として穗波惠子
氏（寺津）を推薦することに異議なく同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意 請願・陳情の結果
　今定例会に提出された請願・陳情は１件で、
所管常任委員会で審査した後、本会議で採決が
行われました。結果は次のようになりました。

件　名 提出者 付託
委員会 結 果

国に対し「消費税５％
以下への引き下げを求
める意見書」の提出を
求める請願について

山形民主商工会
会長　佐藤　弘

総務
教育

不採択
（賛成少数）

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベント、
健康・子育てなどの情報を、電子メールでお知らせする
メール配信サービスを行っています。ぜひご登録ください。
※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通信料・パケッ
ト通信費は登録された方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを送信し
てください。

かんたん登録

インターネットで議会中継
スマホやタブレットでも

https://www.city.tendo.yamagata.jp/
congress/chuukei/chuukei.html

　本会議は、インターネットでライブ配信しておりま
す。また、過去の本会議の映像もご覧いただけます。
　パソコンだけでなく、スマートフォンやタブレット

でも視聴できますので、下記の天童市
ホームページをぜひご利用ください。

※議員の賛否状況は11ページに掲載
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議 会 の う ご き議 会 の う ご き（１０月２０日～１月３１日）

７７
月
豪
雨
マ
ン
ホ
ー
ル

月
豪
雨
マ
ン
ホ
ー
ル
溢溢い
っ
い
っ
水水す
い
す
い
被
害
被
害

県
よ
り
説
明

県
よ
り
説
明

■１０月
　２３日　市長要請総務教育常任委員会（山形市学校給食
　　　　用炊飯施設建設について）
　２６日　県・市町村行政懇談会（議長、局長／オンライ
　　　　ン会議）
　２９日　市長要請経済建設常任委員会（（仮称）天童南ス
　　　　マートインターチェンジ新規事業化についてほか）
　３０日　東根市外二市一町共立衛生組合議会・議会運
　　　　営委員会
■１１月
　４日　農業振興懇談会（経済建設常任委員）
　８日　議会報告・意見交換会
　９日　東根市外二市一町共立衛生処理組合　全員協
　　　　議会・定例会
　１０日　第１４４回山形県市議会議長会総会（議長、副議
　　　　長、局長／鶴岡市）
　１２日　議会運営委員会
　　　　全員協議会
　　　　山形県市議会議長会議会報研修会（広報委員／
　　　　尾花沢市）
　１８日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市市営バス
　　　　「天童・寒河江線」運行区間延長及び利用料金
　　　　の改定について）
　２５日　市長要請各派代表者会
　　　　市長要請総務教育常任委員会（特別職及び一般
　　　　職の給与改正について）
　　　　議会運営委員会
　３０日　第７回市議会臨時会
　　　　山形県市議会議長会　県知事・県議長への
　　　　要望活動（議長、事務局長／県庁・県議会棟）

■１２月
　３日　議会運営委員会
　１０日　広報委員会
　１０日～２４日　第８回市議会定例会
　１１日　市長要請環境福祉常任委員会（ひとり親世帯臨
　　　　時特別給付金について）
　１５日　全員協議会
　１７日　市長要請総務教育常任委員会（山形連携中枢都
　　　　市圏への尾花沢市・大石田町の加入について
　　　　ほか）
　　　　各派代表者会
　１８日　市長要請経済建設常任委員会（天童市飲食業等
　　　　緊急支援給付金について）
　２２日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市高齢者福
　　　　祉計画・第８期天童市介護保険事業計画の策定
　　　　状況についてほか）
　２３日　議会運営委員会
　２４日　広報委員会
　　　　市長要請総務教育常任委員会（令和３年新成人
　　　　を祝う会の中止について）
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
■１月
　１８日　議会運営委員会
　　　　新型コロナ支援本部全体会
　１９日　広報委員会
　２６日　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　２７日　広報委員会

　
令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
に
よ

り
市
内
今
町
地
区
な
ど
で
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
の
溢
水
被
害
（
水

が
あ
ふ
れ
る
こ
と
）
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
山

本
市
長
ほ
か
担
当
課
の
職
員

と
、
市
議
会
か
ら
経
済
建
設
常

任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
、
被

害
が
発
生
し
た
地
域
の
議
員
が

山
形
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、

山
形
県
の
担
当
者
か
ら
雨
天
時

浸
入
水
対
策
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
施
設
面
の
対
策
で
は
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
ポ
ン
プ
能
力
を
超

え
て
流
入
す
る
汚
水
に
対
し

て
、
ポ
ン
プ
を
増
強
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
整
備
す
る
３
つ

の
調
整
池
に
一
時
的
に
貯
留
す

る
こ
と
に
よ
り
、
短
期
間
に
集

中
す
る
流
入
か
ら
今
町
地
区
等

で
の
溢
水
を
防
ぐ
対
策
を
講
じ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
発
生
源
の
対
策
も
検

討
し
、
不
明
水
の
多
い
区
域
の

調
査
、
古
い
管
き
ょ
の
改
修
な

ど
を
進
め
、
対
策
に
当
た
っ
て

は
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
関
係

市
町
と
の
協
議
会
で
検
討
し
た

う
え
で
対
策
を
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
不
明
水
の

抜
本
的
な
解
決
が
必
要
で
あ

る
」、「
地
元
へ
の
説
明
が
足
り

な
い
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。
本
市
の
現
状
と
要
望
が

県
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

てんどう市議会だより №171てんどう市議会だより №17113



議会報告・意見交換会を開催しました

市立津山公民館（一中学区）

市立高擶公民館（三中学区）

市立天童北部公民館（二中学区）

市立天童中部公民館（四中学区）

　１１月８日（日）に、市内４カ所の市立公民館で、議会報告・意見交換会を開催しました。参加
してくださった市民の皆さまに感謝申し上げます。各公民館で話題となったものをご紹介します。
　今後とも、市民の皆さまの貴重なご意見を政策立案や政策提言につなげていくよう努めます。

【参加者のご意見】 【参加者のご意見】
　市では、スクールソーシャルワーカーを配置
しているが、相談する方法は？

【参加者のご意見】
　スマートインターチェンジについて、将来の
構想が出ているのか。工業団地との接続でな
く、寒河江のインターチェンジのように地元の
生活向上につながるように進めてほしい。

（参加した方の声）
・プレミアム商品券はとてもいい施策。ありがとうございます。
・�議員の方のご意見を聞く機会となり良かったです。今日の要望をよく検討していただき、今後
に生かしていただきたいと思います。
・農業を大事にする政策の確立を要望してください。

　市ホームページで移住促進のための施策を
大々的にアピールした方がよいのではないか。
移住された方が地域に溶け込めるように市で
バックアップしていただきたい。

【参加者のご意見】
　７月豪雨では各避難所の設置・運営について、
いろいろ問題点があった。新たに避難計画が策
定されたようだが、一日も早く訓練を実施して
いただきたい。

【参加議員から】
　昨年度、市で１人配置し、約900件の相談が
あった。今年度は県からも１人追加配置され、
２人体制で８月まで約1600件の相談に当たっ
ている。担任の先生などに相談してほしい。
　また、今後、学童の先生方にも一緒になって、
市への連絡係として活動していただきたい。

【参加議員から】
　令和２年１０月に事業箇所に採択、同１１月に連
結許可となった。周辺整備については、どこに
でもあるような施設ではなく、誰もが一度は訪
れたいと思えるような魅力ある施設にすること
が市全体の活性化につながる。

【参加議員から】
　市の行政は縦割りになっているため窓口が複
数に分かれている。このため、移住定住の情報
や手続きがワンストップでできるようなシステ
ムを検討する必要があると考える。

【参加議員から】
　今回の避難において見えてきた問題点を踏ま
えて、より良い避難所運営ができるように行
政・地域住民が協議を重ねながら作り上げてい
くことが大切だ。行政には、しっかりとした指
導を行うように伝える。

特集１
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各市の議会報をチェック

　
本
市
議
会
で
は
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し
て
、
市
民

の
負
託
に
応
え
、
真
の
地
方
自
治
を
実
現
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
も
議
員
定
数
削
減
や
議
会
基
本
条

例
の
策
定
な
ど
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
元
年
９
月
の
市
議
会
議

員
選
挙
で
は
、
告
示
日
直
前
ま
で
無
投
票
と
な
る

公
算
が
さ
さ
や
か
れ
る
な
ど
、
議
員
の
な
り
手
不

足
が
危
惧
さ
れ
、
本
市
で
も
市
民
の
議
会
活
動
に

対
す
る
関
心
が
薄
ら
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
議
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
、

今
後
の
人
口
減
少
社
会
の
進
行
を
踏
ま
え
、
去
る

１１
月
１２
日
、
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
新
た
な
検
討
を
実
施
す
る
よ
う
議
長
か

ら
議
会
運
営
委
員
会
に
対
し
諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
議
員
定

数
・
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
議
論
し
、
検
討
す
べ
き
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

　
１２
月
２４
日
の
本
会
議
で
、
遠
藤
敬
知
議
会
運
営

委
員
長
が
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
検
討
特
別
委
員

会
設
置
に
関
す
る
提
案
を
行
い
、
異
議
な
く
全
会

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
を
可
決

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
の
あ
り
方
を
検
討
、

�

議
会
改
革
の
議
論
を
進
め
る

（別表）議員定数・議員報酬検討特別委員会委員
職　　名 委員氏名 所属会派
委 員 長 水戸　　保

清新会
副委員長 山口　桂子
委　　員 鈴木　照一
委　　員 水戸　芳美
委　　員 佐藤　孝一
委　　員 遠藤　喜昭

てんどう創生の会
委　　員 三宅　和広
委　　員 伊藤　和子 日本共産党天童市議団
委　　員 五十嵐浩之 市民と歩む会
委　　員 野口さつき 無会派

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
か
ら
委
員
（
１０

人
）
の
指
名
後
、
直
ち
に
第
１
回
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
長
に
水
戸
保
委
員
、
副
委
員
長
に
山
口

桂
子
委
員
を
互
選
し
ま
し
た
（
別
表
）。

　
今
後
、
特
別
委
員
会
で
は
議
員
定
数
及
び
議
員

報
酬
の
あ
り
方
の
議
論
を
進
め
、
地
方
自
治
の
目

的
で
あ
る
市
民
の
福
祉
向
上
と
地
域
の
活
力
に
寄

与
す
る
議
会
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
議
会
改
革
は
、
議
会
運
営
委

員
会
で
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

特集２

　
令
和
２
年
１１
月
９
日
の
組
合

議
会
第
３
回
定
例
会
で
、
令
和

２
年
度
の
各
市
町
の
負
担
金
が

確
定
し
ま
し
た
。
内
訳
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　

前
年
度
に
対
し
て
全
体
で

１
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
増
、
本
市

は
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

令和２年度構成市町負担金確定額
（単位：千円、％）

市町名 Ｒ2年度 Ｒ元年度 前年比
天童市 ３３２，４３９ ３２７，９４６ １０１．４
東根市 ２７６，４８２ ２６９，６６９ １０２．５
村山市 １３６，４８０ １３５，７４８ １００．５
河北町 １１６，６３３ １１５，４４０ １０１．０
合　計 ８６２，０３４ ８４８，８０３ １０１．６

　
山
形
新
聞
尾
花
沢
支
社
長
の

玉
虫
秀
明
氏
を
講
師
に
迎
え
、

県
内
の
各
市
議
会
広
報
委
員
が

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
各
市
議

会
が
発
行
し
て
い
る
議
会
報
の

ほ
と
ん
ど
が
文
字
量
が
多
く
、

見
づ
ら
い
と
の
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
が
求
め
て

い
る
情
報
を
で
き
る
だ
け
簡
潔

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
必
要

が
あ
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ

た
、
分
か
り
や
す
い
議
会
報
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
報
研
修
会

こ
れ
か
ら
の
議
会
報
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
議
会
報
づ
く
り

　
１１
月
１２
日
、
尾
花
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
山
形
県
市
議
会
議
長
会

主
催
の
議
会
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合

�

（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
）
議
会
報
告

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

てんどう市議会だより №171てんどう市議会だより №17115



日 月 火 水 木 金 土
２/１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

28 3/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

議会を傍聴
しましょう

駒延　法子（50歳・小路）

３月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、２月１７日（水）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

予算特別委員会予算特別委員会

常任委員会

本会議
（初日）

本会議
（最終日）

常任委員会

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

請願締め切り

予算特別委員会

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

（天皇誕生日）

常任委員会

インターネットで生中継します。

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年
、

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
収

束
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

昨
冬
は
少
雪
で
、
今
冬
は
一

転
し
て
の
大
雪
、
自
然
の
神
秘

は
奥
深
い
。
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
も
変
化
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
も
の

で
す
。

４
期
目
の
山
本
市
政
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し

て
、
私
た
ち
の
住
む
素
晴
ら
し

い
ふ
る
さ
と
を
創
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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今
回
初
め
て
天
童
市
議
会
定

例
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
傍
聴
人
の
少
な
さ
に

非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
市
議
会
を

傍
聴
し
ま
し
ょ
う
。
議
場
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
、
３

階
を
押
し
て
案
内
に

沿
っ
て
進
む
だ
け
で

す
。
３
月
、
６
月
、

９
月
、
１２
月
に
あ
り

ま
す
の
で
、
市
報
で

詳
し
い
日
程
は
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
開
会

は
午
前
１０
時
で
す
。

閉
会
は
質
問
内
容
に
よ
る
よ
う

で
す
が
、
午
後
３
時
く
ら
い
で

す
。
１
階
席
に
入
る
ま
で
は
ス

ロ
ー
プ
に
な
っ
て
お
り
、
車
い

す
の
方
で
も
気
軽
に
傍
聴
で
き

ま
す
。

　
た
だ
、
平
日
に
限
定
さ
れ
る

た
め
、
普
通
に
お
勤
め
し
て
い

て
は
傍
聴
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
一
般
質
問
は
土
日
に

開
催
す
る
よ
う
な
工
夫
は
必
要

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
役
所
職

員
で
要
職
に
つ
い
て
お
ら
れ
る

方
々
に
は
、
休
日
出
勤
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
す

が
、
市
政
活
性
化
を
目
標
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
の
代
表

と
し
て
の
責
務
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
傍
聴
席
の
対
策
は
完
璧

に
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
政

運
営
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
市
で

の
進
捗
状
況
と
２
０
３
０

年
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
が

質
問
さ
れ
ま
し
た
が
、
国

連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

１７
の
行
動
目
標
に
沿
っ
た
市
政

運
営
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
社
会

に
移
行
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

と
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
高
齢
者

の
方
々
へ
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
の

か
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
深
い
内

容
の
答
弁
を
求
め
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

全国高校サッカー選手権大会出場の全国高校サッカー選手権大会出場の
日大山形高校サッカー部の皆さんが表敬訪問日大山形高校サッカー部の皆さんが表敬訪問

天童市議会ギャラリー天童市議会ギャラリー
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